
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母なる川 

主    催  酒匂川水系保全協議会  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

入 選 作 品 紹 介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『群れ飛ぶカモメ』…国道 1号線酒匂橋上流側(小田原市) 小 澤 宏 

 

  審査員の選評 

群れ飛ぶカモメは酒匂川下流の象徴的情景だろうか。海に流れ込む川の水質のきれいさを想像で

きる。酒匂川水系保全はフォトコンテストの大テーマ。 

 

会  長  賞 

 

ごあいさつ 

 

神奈川県西部を流れる酒匂川は、古くから私たちに豊かな自然の恵みをもたらす「母なる川」で
あり、日々の生活や歴史・文化に常に寄り添ってきた存在です。そんな酒匂川を中心とした水系の
魅力を多くの方に知っていただくため、酒匂川水系保全協議会では、「母なる川  酒匂川写真
展」を開催しています。 
今年で 27回目を迎えるこの写真展では、酒匂川水系をテーマにご応募いただいた１27点の中

から、選考された優秀な作品を展示しています。今回も、流域市町の方だけではなく、県外の方か
らもご応募いただいており、酒匂川水系に親しむ人や想いの拡がりを大変嬉しく感じています。 
今回は、コロナ禍であったこともあり、例年よりもイベント写真や人が活動しているような写真が少

なく感じられましたが、一方で、酒匂川の魅力が詰まった風景写真の応募が多くありました。普段
見慣れている何気ない景色の中から切り取った、生き生きとした人々の表情、息をのむような美し
い瞬間を皆さんも是非ご覧ください。 
川は、森・里・海とともに私たちの暮らしを支える大切な資源です。その資源をより良い形で未来

に引き継いでいくよう、今後も、流域の企業・団体・自治体等が連携して、酒匂川水系の環境保
全に努力してまいりますので、引き続き、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 
 

酒匂川水系保全協議会 

会 長  守 屋 輝 彦 選者のことば 
 

 

 コロナ禍によるイベントの開催中止の影響だろうか、イベント作品の応募が少なか

ったが、それに代わって、普段、何気なく通り過ぎてしまうような酒匂川と日常生活

との関わり合いや、季節ごとの身近な自然風景の作品の応募が多く、酒匂川の

新たな一面を捉えた応募作品に各審査員も改めて感動を覚えました。 

 

                                      フォトアドバイザー 

                                                           山  下   勲 

 



 

 

『田植え唄に合わせて』…栢山（小田原市）    清 水 進 

  審査員の選評 

栢山田植え唄保存会の名調子に合わせて、田植えをする小学生の体験学習。名調子と子供達の胸

のトキメキが聞こえてくる。酒匂川は田の用水でもある。 

 

『大河の花』…松田山（松田町）        河 鰭 智 司 

  審査員の選評 

酒匂川の夜景と３ヵ所から上がる花火を重ね合わせたカメラマンの作品づくりは見事である。知

識だけではなく、撮影現場での工夫が作品力のアップに。 

 

『恵の川』…酒匂川河川敷（小田原市）     下 川 勝 利 

  審査員の選評 

恒例の稚アユの放流。家族揃って稚アユの成長を祈る。それは、酒匂川の永遠の命でもある。カ

メラマンはそんな願いも映像に写し込んでいる。 

 

 

 

『新春行事』     …狩川 花下橋上流（南足柄市）  本 間  浩 一  

『夜明けの水辺』   …狩川（南足柄市）       石 井  良 二 

『放水』       …狩川 大雄橋（南足柄市）    青 木  房 雄 

『捕獲』             …狩川（南足柄市）        古 谷  忠 昭 

『瀬を渡る』     …酒匂川鉄橋（松田町）      饗 庭  正 志 

 

 

 

 

 

『木々に光舞う』    …鮎沢川（小山町） 曽 我  博 

『空中散歩』 …松田町 小 崎  敬 司 

『秋の渓谷』 …川西（山北町） 樋 口 聡 

『冬麗さざめく清流』 …酒匂川本流（小田原市） 立 田 勲 

『狩川の春』 …中沼（南足柄市） 藤 山  正 昭 

『何がいるのかな！』 …桑原農業用水路（小田原市） 加 藤  一 郎 

入      選 

佳      作 

優 秀  賞 



『鮎釣り』 …酒匂川（小田原市） 冨 山  秀 樹 

『酒匂川絶景の輝き』 …パークゴルフ場横（開成町） 荻 野  悦 男 

『パパ！電車』 …酒匂川サイクリングコース（小田原市） 城 戸  和 子 

『湖畔の藤』 …丹沢湖（山北町） 塚 越  政 純 

 

 

 

『夕日を映す川』   …松田山（松田町）      平 本  兼 続 

  審査員の選評 

        街の灯りがともり始めた情景は、応募者最年少（16歳）の平本君には感動的な「出会い」であ

った。写真技術向上の第一歩で今後の活躍が楽しみ。 

 

 

  

 酒匂川水系保全協議会 
 本協議会は、昭和 35年、酒匂川流域の農業・漁業関係者が中心となって酒匂川の水質保全に

取り組むことを目的として設立され、今年で創立から６２年目となります。 

 これまで、協議会では、酒匂川・鮎沢川水系の水質調査や生物相調査をはじめ、環境保全啓発

事業、美化清掃活動、児童・生徒の環境学習支援などに積極的に取り組んできました。 

現在、会員各位をはじめ、流域の企業・自治体など、関係者のお力添えを賜り、約 80会員を

数えるまでに発展しております。 

これまで、さまざまな活動が評価され、第 3回「日本水大賞」奨励賞（平成 13年度）や水質

保全功労団体として環境庁水質保全局長などから表彰を受けております。 

また平成 24年度には、水資源功績者表彰（国土交通大臣表彰）を受賞いたしました。 

特 別  賞 


